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研究プロジェクトの名称 探究の過程全体を主体的に遂行できる生徒を育成する教材開発 

研究プロジェクトの概要 

当校の理科では，これまでエネルギー・環境問題などの今日的な課題をテ

ーマとして，生徒が自ら課題を発見・設定し，切実感をもって追究する学習

プログラムの開発と評価に取り組んできた。昨年度は，生徒たちにとって身

近な自然（１年生：校庭や土塁の動植物，２年生：日本海の水生生物，３年

生：土塁の生物の生態系）をテーマに探究学習を行い，学習用 iPad を活用し

て，思考の流れや変化を記録，可視化，共有することで，主体的・対話的な

学びの実現に迫った。 

 本研究では，探究の過程を通じて，自然の事物・現象についての知識や観

察，実験の技能，科学的に探究する力を身に付け，科学的な根拠を基に持続

可能な社会を創造していくために，自らの意思決定することができる生徒の

育成を目的とする。 

 自然の事物・現象を科学的な視点（質的・量的な関係や時間的・空間的な

関係など）で捉え，科学的に探究する方法（比較したり関係付けたりするな

ど）を用いて考え，自然の仕組みや自然の中に隠れている原理や法則性など

を自分で見付けていく過程で，生徒は新たな知識や技能を習得し，それらを

基により豊かに思考，判断，表現していくようになる。探究の過程全体を主

体的に遂行できる力を生徒に身に付けさせることで，知的好奇心をもって身

の回りの事物・現象に関わるようになり，その中で得た気付きから課題を設

定し（科学的な根拠に基づく意思決定），現状をよりよくしていこう（持続可

能な社会を自ら創造していこう）と主体的に取り組むことができるようにな

ると考える。 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

※申請時にチェックした 

「取組課題」との関連と 

その成果も明記すること。 

 

 

 

目指す生徒の姿に迫るため，例えば，１年生物理分野「力の働き」におい

て，以下のような手立てを講じた。 

・全員が自分なりの見通しや考えをもち，それらを他者と比較，検討できる

よう，写真や動画，模型により情報を視覚化したり，自ら体を動かしたり

する活動を位置付ける。 

  
物体に２力がはたらく例を写真で記録する生徒   タオルを引っ張り合い倒れそうになる生徒 

  
ブロックで作った模型で実験する様子   重心を意識してゴルフボールを重ねた様子 



・実験の基礎技能を定着できるよう，写真や動画で実験過程を記録したり，

個人やグループの進捗状況や成果を評価し合うことにルーブリックを用い

たりする。ルーブリックでは，設定されたＡ評価を超えるＳ評価となる姿

を自ら設定する。 

生徒が作成したルーブリックの例 

知識・技能    思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

 

ルーブリックによる中間の自己評価（n=36） 

・これまでに身に付けた理科の見方・考え方を働かせ，グループの多様な試

行錯誤の中から課題解決に向かうことができるよう，日常生活に関連した

題材からパフォーマンス課題を設定する。 

【課題】ブロックで作ったタワークレーンがある。現在，30ｔの物体（モ

デルでは 30ｇのおもり）を支えられるが，50ｔの物体（モデルで

は 50ｇのおもり）を支えられるようにクレーンを改造しなさい。 

   

元のクレーン    生徒の改造例１    生徒の改造例２ 

＜成果と課題＞ 

 単元終了後の生徒の自己評価は，以下のとおりであった。 

知識・技能    思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

 

ルーブリックによる終末の自己評価（n=36） 



本実践は，探究の過程全体を主体的に遂行できる力を生徒に身に付けさせ

るため，見通しや考えをもつための材料を増やす時間，現状を改善するパフ

ォーマンス課題，試行錯誤が簡単にできる材料を，意図的に配列，用意した。

中間評価と比較すると，いずれの項目においても，自ら設定したＳ評価とな

る姿が達成できたとする生徒の割合が増えていることから，探究の過程全体

を主体的に遂行できるようにするための第一手として，一定の成果が得られ

たと考える。 

しかし，自己評価だけでは，同様の取組をした生徒でも，評価の甘い生徒，

厳しい生徒という個人差が出てしまう。相互評価も繰り返していくことで，

自己評価と他者からの評価の差が縮まり，より適切に自己評価できるように

することが今後の課題である。 

研 究成果の 発表状況 ・10 月 11 日：教育研究協議会にて，１年理科授業「均衡
つ り あ

う」を公開した。 

学校現場や授業への研究

成果の還元について 

・10 月 11 日：公開授業後の協議会にて，公開授業（提案授業）について参会

者と協議を行った。 

・当日以降の生徒の活動，まとめの様子については，当校研究紀要 2020（理

科教科編）に前年度の成果と課題をまとめ，発信する予定である。 

 


